
朗読劇と音楽の集い 

１ 日 時  ２０２５年１１月２4 日（月・祝）１２：３０〜１５：００ 

２ 会 場 千葉英和高等学校チャペル 

３ テーマ 「いくつもの世界 いろとりどり」 

４ 後 援 八千代市教育委員会 
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2025 年「朗読劇と⾳楽の集い〜いくつもの世界 いろとりどり〜」 

      開 催 要 項                                    

１ ⽬  的 
 ・⼩中学⽣をはじめ⾼校⽣，⼤学⽣，社会⼈とさまざまな世代の⼈々が集い，⽂化活動の 

ステージづくりを通して表現⼒を⾼め，活躍の場を広げて共に⽣きる⼒を育む。 
 ・さまざまなジャンルの表現活動を楽しむことを通して，豊かな情操を育てる。 
 ・参加者の協働による企画，運営を通して，相⼿を尊重する⼼を育てる。 
 
２ 主催および後援 

主催：教育スポーツアカデミー（代表 加賀⾕ 孝） 
後援：⼋千代市教育委員会 

 
３ ⽇  程 

令和７年１１⽉２４⽇（祝⽉）１２：３０〜１５：００(開場 １２：００) 
 
４ 会  場 
  千葉英和⾼等学校チャペル 
 
５ テーマ    
    〜いくつもの世界 いろとりどり〜 
  (テーマ設定の理由)   
  今年のテーマ「いくつもの世界 いろとりどり」には、⾃分の思いを⾃由に表現する

ことの楽しさを、来場される皆さんに感じてほしいという願いが込められています。朗
読劇、詩の朗読、落語やお笑いコント、ソプラノ独唱、ピアノ演奏、ブラスバンドな
ど、多彩なスタイルで、それぞれの世界を⾊とりどりに描き出し、楽しんでいる私たち
の姿を通して、共に描かれている世界を楽しんでいただきたいと思います。また、年代
や環境の異なる⼈たちが⼀堂に会し、互いの表現にふれ合うことで⽣まれるつながりや
喜びも、今年のステージの⼤きな魅⼒です。    

 
６ プログラム（演⽬） 
 ＜第１部＞  

〇オープニング 
・パイプオルガン演奏（千葉英和⾼校松浦富美先⽣） 
・主催者あいさつ（加賀⾕代表） 
・会場校校⻑あいさつ（千葉英和⾼校 ⼤⽻校⻑先⽣） 
・テーマ説明および今回のステージのコンセプト 
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    〇詩の朗読＆ソプラノ独唱（⼋千代市⽴阿蘇⽶本学園＆北島佳世さん） 
    〇ピアノ演奏（岩井真理⼦先⽣） 
   〇落語（秀明⼤学落語研究会） 
   
 ＜第２部＞ 
   〇お笑いコント（フタリシズカ） 
   〇ブラスバンド演奏（⼋千代市⽴勝⽥台中学校吹奏楽部） 
   〇朗読劇（グリーンヒルキッズ） 
     〇朗読劇（千葉県⽴⼋千代⾼等学校） 

○エンディング 
  ・詩の朗読 

 
７ 出演者，協⼒者 

 （出演者） 
  ・千葉県⽴⼋千代⾼校図書委員会 ・⼋千代市⽴勝⽥台中学校吹奏楽部      
  ・⼋千代市⽴阿蘇⽶本学園有志＆北島佳世さん（ソプラノ歌⼿）   
  ・グリーンヒルキッズ ・秀明⼤学落語研究会 ・岩井まりこさん（ピアノ奏者）   
  ・フタリシズカ（お笑いコンビ） 

（協⼒者） 

   ・各教育関係者および教職員，保護者，児童⽣徒，教育スポーツアカデミー関係者， 
地域関係者  

   ・千葉英和⾼校職員の皆様 
 
８ 役割分担(敬称略) 
 

役  割 担 当 者 備  考 

全体責任者 加賀谷  

全体計画・調整 大澤  

学校責任者 

 

八木（英和）・齋藤（八）・大友（阿） 

宍倉（グ）・熊谷（勝中）・富谷（秀） 

 

プログラム・チラシ プロ（大澤）チラシ（伊藤：八高）  

写真・ビデオ 佐藤・北田  

ステージ 品田・熊谷 含 リハーサル 

音響・照明 品田・各学校担当者 含 リハーサル 

スクリーン（PPT） 

全体照明・音響 

大友・福田  
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駐車場 久保・斎藤  

諸表示 大澤  

批評箋・感想用紙 大澤  

受 付 渡邉・吉村・（福田）  

司 会 高校生  

司会台本 大澤  

エンディング指導 齋藤他  

リハーサル運営 大澤・品田・各団体担当  

 

 
９ 準備⽇程 

〇７⽉３１⽇（⽊）１４：００〜 第１回打ち合わせ（概要確認・出演者について） 
＜於 英和⾼校＞ 

〇テーマ決定 ⼋千代⾼校に依頼ののち、８／２９役員会で決定。  
〇９⽉９⽇（⽕） 第２回打ち合わせ（ステージ構成について）＜於 英和⾼校＞ 
〇１１⽉ ３⽇（祝⽉）午前午後 ９：００〜１５：００ 

学校ごとステージ練習＜於 英和⾼校＞ 
〇１１⽉１5⽇（⼟）13:30〜   通しリハーサルおよび練習＜於 英和⾼校＞ 
〇1１⽉２４⽇（祝⽉）本番    振り返り（成果と次年度への展望） 
           

１０ そ の 他  
  ○参加者からの費⽤は徴収しない。 
○広報活動の⼯夫：広報やちよ，地域新聞，各団体で⼯夫できる広報活動，新聞社等 
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主催：教育スポーツアカデミー  後援:⼋千代市教育委員会 

ＨＰ:http://es-aca.com 

 

2025 朗読劇と⾳楽の集い 

 

＜テーマ＞ 
〜いくつもの世界 

 いろとりどり〜 
 
 
 

 

開場:12：00 開演:12:30〜 
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        PROGRAM 
          

 

〈第 １ 部〉 
 
オルガン演奏  松浦富美先⽣（千葉英和⾼等学校） 

○GRAND PLEIN-JEU  
〜MESSE DU 8 TON POUR LORGUE より〜 

 
開会セレモニー  

主催者挨拶 加賀⾕ 孝 
 校⻑挨拶  ⼤⽻ 聡 先⽣ 
 
テーマ説明 
 
阿蘇⽶本学園 詩の朗読と歌のコラボ  

○「⼿のひらを太陽に」 
阿蘇⽶本学園 7 年⽣・⽥中しをり校⻑先⽣  

 ○「⼼の瞳」 
北島佳世さん（ソプラノ歌⼿）岩井まりこ先⽣（伴奏） 

     
岩井まりこ先⽣ ピアノ演奏   

○即興曲作品 90-2    （シューベルト） 
  ○愛の夢第 3 番   （リスト） 

○アニソンメドレー 〜そうでない曲もあるかも〜 
           

落  語  秀明亭令聲 （秀明⼤学落語研究会） 
○「現場検証」 「美術館」 「時そば」 

 
〜 休 憩 （10 分） 〜 
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〈第 ２ 部〉 
 
お笑いコント フタリシズカ 
     
吹奏楽演奏  勝⽥台中学校吹奏楽部 

○「RUNAWAY  BABY」 
○「おジャ魔⼥カーニバル」 

     
グリーンヒルキッズ 朗読劇   

○「しりとりのだいすきなおうさま」作：中村 翔⼦ 
                             
⼋千代⾼等学校 朗読劇   

○「星の王⼦さま」 作：サン＝テグジュペリ 
 
エンディング〜詩の朗読〜                   

○「夢みたものは」  （⽴原道造） 
  ○「名づけられた葉」 （新川和江） 

○「私と⼩⿃と鈴と」 （⾦⼦みすゞ） 
 
 
閉会宣⾔ 

 
 

 
 
 
 
 
 

本⽇はご参観いただきありがとうございました。 
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＜R7 年 朗読劇と⾳楽の集い 参観者のアンケート＞ 

v 

  
３ 感   想 
〇どの演⽬も素晴らしかったです。 

岩井先⽣の演奏を楽しみにしてきましたが、毎年いろいろな出会いがあって良かったです。 
また⼦供たちが作っている感じが素敵ですね。 
フタリシズカさんは初めて拝⾒したのですが、さすがプロでした。 
⼀つだけ、落語家さんやコントなど後ろの⽅にまで声が届きにくく、ハンズフリーの⼩さなマイクが
あると良いのかなと思いました。 

〇運営等ありがとうございました。来年も楽しみです。"   
〇⼀⽣懸命楽しくやってる姿がみられて良かったです。   
〇朗読劇の素朴さに、⼼を温めてもらいました。⾳楽の優美さに、⼼落ち着かせてもらいました。プロ

グラムもよく、英和⾼校が誇るチャペルという場所もこの集いに合っていました。出演された⽅々、
運営された⽅々、ありがとうございました。   

〇⾊々な演出があり、とても楽しい会でした。 
〇初めてのきく朗読会も素敵でした。 

グリーンヒルキッズも沢⼭練習したんでしょうね、とても上⼿でした 
またこのような会があれば⾏きたいと思います 
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〇⼦供が出演したので観劇しましたが、とても楽しめました。 
⼦供⾃⾝もすごく充実した１⽇になったと⾔っていて、ひとつ成⻑出来たように感じます。このよう
な会に参加させていただけて光栄です。ありがとうございました"   

〇3 年連続伺わせて頂いております。毎年⼦どもたちの演奏や演劇、朗読を楽しみにしており、今年も
とても楽しい時間を過ごさせて頂きました。 

〇中学⽣の吹奏楽は今年からですかね、おジャ魔⼥どれみ、ド世代だったのでとても懐かしかったで
す。 

〇⼦どもたち⾃らで作り上げ披露するという機会は、貴重で⼤事な経験だと思います。 
是⾮他市他県でも参考にしていただきたいと感じました。 

〇教育スポーツアカデミーの益々のご発展と、⼦どもたちの健やかな成⻑を⼼から祈念いたします。 
〇とてもよかった。来年も観に⾏こうと思います。   
〇第 2 部から聴きました。 
〇⻤連チャンで応援しているフタリシズカさんたくさん笑いました。 

しりとりのだいすきなおうさま、すてきな話を楽しく届けてくれて、くすっとしてしまいました。 
勝⽥台中学吹奏楽の皆さん、⽇に⽇に上達されていて、⽴派だと思います。 
星の王⼦さま、よく知った話ですが、素晴らしい演技に、まるではじめて聞いたように⼼から感動し
ました。 
エンディングの詩の朗読、⼀つひとつの⾔葉を⼤切に表現していただいて、⽇々の慌ただしさから解
放されるような気持ちでした。素晴らしい会をありがとうございます。"   

〇朗読劇と⾳楽などの演⽬バランスはとても良かった。 
〇お笑いコント、せっかく⾯⽩そうな内容なのに地声のみでは聞きとりづらい事も多く、ホールの⼤き

さからしてもマイクを通した⽅が絶対いい。ピンマイクは⾼いらしいので、何か他の⽅法で。 
来年も来てほしい"   

〇とても温かみのある会で、雰囲気がとても良かったと思いました。   
〇テーマ通り、⾊とりどりな幾つもの世界を楽しませていただきました。とても充実した内容だったの

で、是⾮もっとたくさんの⽅に、このイベントの事を知っていただきたいと思いました。  
〇今年のこの会は、いろんな演⽬があり、とっても楽しめました。⼀つ⼀つのクオリティーも⾼かった

と思います。ありがとうございます   
〇⼦どもが出演しました。出演した⼩学⽣から⼤⼈まで、皆さんが⼀⽣懸命練習して準備されてきたこ

とがよくわかるステージでした。   
〇どの演出も⾒応えがあった。本当に⾊とりどりだった。   
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る

貴
重

な
経

験
が

出
来

ま
し

た
。
K

.S
 

千
葉

英
和

高
校

の
チ

ャ
ペ

ル
で

の
朗

読
劇

は
と

て
も

贅
沢

な
時

間
で

し
た

。
高

校
生

は
八

千
代

高
校

だ
け

な
の

で
、
周

囲
か

ら
の

期
待

値
も

高
く

、
突

然
仕

事
を

任
さ

れ
て

臨
機

応
変

に
対

応
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

も
あ

り
ま

す
。
他

で
は

で
き

な
い

経
験

が
得

ら
れ

る
の

で
、
興

味
が

あ
る

人
は

来
年

、
ぜ

ひ
参

加
し

て
み

て
く

だ
さ

い
。
 
山

本
先

生
 

テ
ー

マ
通

り
多

様
な

出
演

者
に

恵
ま

れ
、
私

に
と

っ
て

も
多

く
の

気
づ

き
が

あ
り

ま
し

た
。
生

徒
の

皆
も

そ
れ

ぞ
れ

感
じ

た
と

こ
ろ

が
違

う
よ

う
で

、
未

来
の

糧
と

な
る

経
験

に
な

っ
た

と
思

い
ま

す
。
こ

の
よ

う
な

会
に

、
プ

ロ
の

ソ
プ

ラ
ノ

歌
手

と
お

笑
い

芸
人

が
参

加
す

る
こ

と
は

ま
ず

あ
り

ま
せ

ん
。
歌

や
お

笑
い

が
好

き
で

集
ま

っ
た

わ
け

で
は

な
い

観
衆

を
い

か
に

惹
き

付
け

る
か

、
と

て
も

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。
誰

も
傷

つ
け

ず
、
言

葉
で

人
を

笑
わ

せ
る

こ
と

が
い

か
に

難
し

い
か

。
会

場
の

一
体

感
や

間
の

取
り

方
、
瞬

時
に

繰
り

出
す

言
葉

に
、
プ

ロ
と

し
て

ど
ん

な
舞

台
も

（
今

回
無

償
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
で

す
）

無
駄

に
し

な
い

覚
悟

と
話

術
を

見
ま

し
た

。
寄

席
や

歌
舞

伎
だ

け
で

な
く

「
お

笑
い

ラ
イ

ブ
を

見
る

の
も

い
い

な
」

と
思

え
た

貴
重

な
経

験
で

し
た

。
い

く
つ

に
な

っ
て

も
学

び
が

あ
り

ま
す

。
と

て
も

楽
し

か
っ

た
で

す
。
参

加
し

た
皆

さ
ん

お
疲

れ
様

。
 
齋

藤
先

生
 

フ
タ

リ
シ

ズ
カ

さ
ん

と
記

念
写

真

芸
人
の
2
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

落
研
の
大
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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＜２０２５ 朗読劇と⾳楽の集い 写真集＞ 
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